
7
月
7
日
（
水
）、
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル
で
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
啓
発

事
業
〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
な
あ
に
？
〜
が
開
催
さ
れ
、

関
係
者
や
市
内
の
旅
行
関
連
会
社
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
神
戸
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ズ
ア
ス
の
鞍
元
長
利
代
表

が
、「
障
が
い
が
あ
る
人
も
介
助
し
て
い
る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
る

旅
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
1
0
0
人
の
障
が
い
者
が
い

れ
ば
、
1
0
0
通
り
の
支
援
の
し
か
た
が
あ
る
の
で
、
実
現
の
た
め
に

は
人
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。障がいのある人も

無い人も楽しめる那覇へ
～福祉のまちづくり啓発事業～

子どもたちを犯罪から守ろう
～青少年深夜はいかい防止・
　　　　未成年者飲酒防止～

☆星に願いを☆
～金城児童館
　　　三世代交流たなばた会～

7
月
16
日
（
金
）
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
・
未
成
年
者
飲
酒
防

止
県
民
一
斉
行
動
が
市
内
17
の
全
中
学
校
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
の
少
年
補
導
率
は
、
全
国
平
均
の
2.6
倍
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
の
状

況
。
児
童
生
徒
が
夏
休
み
に
入
る
と
、
深
夜
は
い
か
い
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
、
那
覇
中
学
校
区
会
場
の
前
島
小
学
校
に
は
、
那
覇
署
、
市
教
育

委
員
会
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
が
参
加
し
、
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い

と
事
件
事
故
防
止
に
関
す
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

参
加
者
は
、
地
域
の
夜
間
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
26
日
（
土
）、
那
覇
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
創
作
エ
イ
サ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
（
那
覇
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
11
団

体
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
舞
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
お
よ
び
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
回
が
４
回
目
。
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
は
古
武
道
太
鼓
集
団
風
之
舞
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
那
覇
太

鼓
、
審
査
員
特
別
賞
は
創
作
締
太
鼓
舞
心
幻
心
が
受
賞
し
ま
し
た
。

伝統文化の継承と
新しい文化の創造

～創作エイサーコンテスト開催～

6
月
30
日
（
水
）、
金
城
児
童
館
で
三
世
代
交
流
た
な
ば
た
会
が
開
か

れ
、
児
童
や
セ
ン
タ
ー
利
用
者
な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会
で
は
、
金

城
老
人
憩
の
家
の
生
け
花
同
好
会
の
み
な
さ
ん
が
折
紙
の
お
花
を
は
り

つ
け
た
短
冊
に
、
書
道
同
好
会
の
み
な
さ
ん
が
、
金
城
児
童
館
を
利
用

す
る
子
ど
も
達
の
願
い
を
書
き
、
子
ど
も
た
ち
が
笹
に
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
日
児
童
館
で
は
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
警
察
官
に
な
り
た
い
」「
お

姫
様
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
が
笹
の
枝
で
ゆ

れ
、
子
ど
も
達
や
お
年
寄
り
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
千
円
札
発
行
10
周
年
記
念
展

「
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル 

守
礼
門
」2

〜
守
礼
門
の
復
元
〜

中
山
門
・
守
礼
門
は
、
中
国
の
牌
楼
の

流
れ
を
く
む
門
で
、
首
里
城
正
殿
と
と
も

に
琉
球
を
代
表
す
る
建
造
物
で
し
た
。
中

山
門
は
1
8
7
9
年
の
沖
縄
県
設
置
（
琉

球
処
分
）
後
、
老
朽
化
が
著
し
く
１
９
０

８
年
6
月
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
門
無

き
後
の
守
礼
門
は
、
首
里
城
へ
の
メ
イ
ン

ゲ
ー
ト
的
な
役
割
が
付
与
さ
れ
、
そ
の
立

ち
姿
か
ら
も
絵
は
が
き
、
本
の
表
紙
・
挿

絵
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
守
礼
門
も
老
朽
化
、
台
風
な
ど
の
た
め

扁
額
・
瓦
の
落
下
、
倒
壊
の
危
機
に
あ
り

ま
し
た
が
、
1
9
3
3
年
円
覚
寺
・
崇
元

寺
等
と
と
も
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
宝
指
定
後
、
守
礼
門
は
1
9
3
6
年
10

月
15
日
か
ら
修
理
工
事
が
行
わ
れ
、
翌
年

5
月
14
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

昭
和
の
大
修
理
に
よ
り
沖
縄
を
代
表
す

る
国
宝
建
造
物
と
な
っ
た
守
礼
門
で
す
が
、

沖
縄
戦
に
よ
り
消
失
し
ま
し
た
。
戦
後
の

守
礼
門
復
元
は
、
戦
前
の
守
礼
門
修
理
に

関
わ
っ
た
文
部
省
技
師
が
来
沖
し
た
際
に

話
が
持
ち
上
が
り
、
復
元
期
成
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
前
に
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
昭
和
の
修
理
時
の

設
計
図
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、「
守

礼
之
邦
」
と
し
て
沖
縄
を
標
榜
す
る
こ
と

か
ら
、「（
前
略
）
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
門

を
琉
球
の
国
土
の
上
に
再
建
し
、
こ
れ
を

以
っ
て
琉
球
の
象
徴
と
し
、（
後
略
）」
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、
全
琉
的
な
運
動
と
し

て
復
元
事
業
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

復
元
後
は
、
一
大
観
光
地
に
な
る
と
と

も
に
、
か
つ
て
の
琉
球
王
国
を
連
想
さ
せ

る
も
の
と
し
て
、
雑
誌
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・

お
土
産
品
・
記
念
品
な
ど
に
図
案
化
さ
れ

ま
し
た
。
1
9
9
2
年
に
首
里
城
正
殿
が

復
元
さ
れ
、
沖
縄
を
象
徴
す
る
建
造
物
と

し
て
の
唯
一
の
地
位
は
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
2
0
0
0
年
に

2
千
円
新
札
の
絵
柄

と
な
り
、
再
び
脚
光

を
集
め
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

那
覇
市
歴
史
博
物
館

（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
4
階
）
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戦災消失より復元された守礼門（1960年頃）復元された守礼門（1958年）

戦災により消失し、
かつて守礼門が建っていた風景（1951年）
戦災により消失し、
かつて守礼門が建っていた風景（1951年）痛 し々い姿の守礼門（1931年2月）

く
ら
も
と
な
が
と
し

ひ
ょ
う

ぼ
う

は
い

ろ
う
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